

































8) I p. 95 • 82 • 88 I 
4)採点規則（女子） 1977年改正版 財団法人日本体操協会 p.60 




































6)体操競技のコーチング 金子明友 p.98 大修館書店























































例にとれば， A-船． 1,A-瓜 2,A一ffo.3,A-瓜4,A —瓜 5 のように番号をつけ資料を
疇することにする。
被験者は，東京女子体育大学体操競技部部員のレギュラー 6名に，予備実験としてターンを
連続 5回ずつ行なってもらい，その中から 5回成功の者 1名と， 4回成功の者 1名を熟練者と
（注）
した 。この選出した 2名は， 1977年全日本学生体操競技選手権大会，全日本体操競技選手権
大会において， 10位， 13位の成績をおさめた者である。未熟練者は，一応規定のこなせる者 6
名に予備実験を行ない， 5回のうち 3回の成功の者 1名と， 2回の成功の者 1名，そして体操
経験歴 1年の 1名とし，熟練者 2名をA・ B,未熟練者 3名を C・D・Eとした。






ぞれ10mの地点にゆかから 2mの高さに固定して 2方向から同時撮影した。レンズ25mm, し


























ふらついていて， 3/5という確率は Bと同じであるが，ターンのレベルとしては，やはり B
の方が数段上である。
Dについて，瓜 1は 1/2 ぐらい回転したところから，上体が前方に傾きながら回転し，動
＜脚は乎均台の台上からはずれ側方に伸ばされていた。屈．2は仮 1と同様な経過をたどり落下




Eについて，瓜 1，瓜 2，瓜3，瓜 4，瓜5ともに動く脚が支持脚の前に着台し，上体が前
方に領き落下している。
実験において，正確な資料を得たいために，被験者に 5回の演技を行なってもらったが，こ
の中から考察の資料として，熟練者の中から A-屈． 5,B-瓜 2'熟練者の失敗例として A-




図 1 図 2
44 村田まゆみ
（注）を0コマとし，以後 2コマごとにフォームを写し，正面及び側面の 2方向からの連続図 を
作成した。この連続図により，全体の運動経過を把握した。
次に側面連続図をもとにして，ターンの前半部分でどのようにからだを使い回転しているか
















B —屈 2 については，正面連続図の 0 コマ～14 コマまでを見ると，動く脚は左斜め前方へ交



















E -J飯 2は，正面，側面連続図を見ると，動く脚は前から横へと開いており，図 1の体側の
ラインを見ると， 0～44コマの構えの姿勢から脚を横に開く動作の間，変化していない。この
ことから， E-瓜 2は， D-瓜 3と同じ脚の使い方であることがわかった。なお， D-尻 3と












B —厖． 2 は，側面連続図を見ると， 56 コマから，首の回転がからだよりも早く行なわれてい
ることが観察される。正面連続図の44コマ～56コマの間，動く脚の膝は斜め横にきているが，
66コマ～74コマを見ると，その後膝の位置が徐々に前にきているのがわかる。このことから，




A —瓜 3 は，正面連続図を見ると， 82 コマあたりから，動く脚の後方への伸ばしがはじまっ

























ンの基礎的な首の使い方が出来ていたのは，熟練者の A l Bだけであった。未熟練者は，最後
まで首とからだが一緒に回転しているため，目標を先取りすることが出来ず，不安定になって
いる。平均台という場所を制限された器具の上で行なうには，首の使い方をおろそかにしては
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B —瓜 2 正面・側面連続図
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A —肱 3 正面・側面連続図
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D —航． 3 正面・側面連続図
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E —瓜 2 正面・側面連続図
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